
作業内容(対象) 活動の様子（写真） コメントなど

この日もヘッドライトを煌々と照らして待っていました。
機関車本体はそれほど汚れていなかった代わりに、周辺はご
覧の通り。枯れた松葉や松ぼっくりが大量に散乱している状況
だったため、地面の清掃を優先して行う事としました。

清掃を行っていると、このような蝉の亡骸が多く出てきました。
一方で、周辺には「赤とんぼ」が数匹、飛び交っていました。
作業中は汗がじっとりと滲んできたのですが、ふと手を休めると
心地よい風が吹き抜けていきました。
季節の変わり目を感じながら、作業に勤しんだのでした・・・

前回から今回にかけて、「油壺」とよばれる部品を交換・取付し
ましたが、鉄で出来ている部分の錆を防止するため、黒のペン
キで塗りあげていきました。

この日は地元から可愛い「援軍」が。公園がある高浜地区の
「子供会」の皆さんが、親子で活動に参加してくれました。たま
に「やんちゃ」して、お母さんから怒られるお子さんもいたようで
すが、公園はみるみるキレイになっていきましたヨ！

清掃作業終了後のようすです。一番初めの写真と同じ地点を
撮ってみましたので、作業前と比較してみて下さい。
ほら、見違えるくらいキレイになっているでしょう！
５月の第一回の時は、ビニール袋やたばこの吸い殻等が結構
散乱していたのですが、今回は殆ど見当たりませんでした。
やはり、日頃からキレイにしているのが効いているのかな？
いつまでも綺麗な公園と機関車であって欲しいものです。

①D60 61号機

平成２４年９月２日の定期保守作業

午前中に芦屋町へ移動し、のＤ６０　６１号機の磨き作業と周辺の清掃を行いました。

午後からは、９６００形５９６４７号機／Ｃ６１　１８号機の磨き作業を行ったのち、

直方いこいの村へ移動、Ｄ５１　２２５号機の磨き作業と周辺の清掃作業を行いました。

いこいの村では、併せていすゞキュービック（国鉄バス）の清掃作業も行いました。



作業内容(対象) 活動の様子（写真） コメントなど

午後からはいつもの作業。まずは「キューロク」から磨き作業を
行います。6日(木)に、直方市の感田（がんだ）小学校の3年生
が社会科学習で見学に来られるという事で、いつもにも増して
気合を入れて磨いて頂きました。
＿
※感田小学校の社会科見学は無事、終了致しました
＿ニュース／新聞等でも報道されておりますが、ホームページ
＿でも近日、その様子を御紹介させて頂く予定です

こちらは、輪芯部分に油を塗布している所です。
輪芯部分は鉄素材が剥き出しとなっています。鉄は腐食が進
行しやすい素材ですので、放っておけば錆だらけになります。
それを防ぐために、表面に油を塗って「被膜」を作ります。
ココ以外に、クランクなども同様に塗布していきます。
因みに芦屋町のD60は、屋外保存という事もあって、こういった
部分は敢えて塗装仕上げとしています。

③C61形　18号機

こちらは、ほぼ毎月手が入れられている上、「頭だけ」という事
もあって、プレートの磨き出しや、蜘蛛の巣の撤去など比較的
軽めの作業で終了！とは言え、作業されている方がいる場所
は地上から２ｍほどの高さの所。目線でいえば３ｍを裕に超え
ます。実際にこの場所に立って見ると、結構コワイですョ！
ちょっとした油断が大きな事故に繋がりますので、気を抜く事な
く作業に従事して頂いています。

こちらは国鉄ＯＢで、機関車検査のプロだった方です。
取り替えてきた油壺(D60に付いていたもの）中を「たがね」を
使ってカンカン叩いています、何をやっているのでしょうか？
ちょっと見せて頂きました。

その中がこちら。赤丸で囲んだ所に、大きな石ころが嵌り込ん
でいます。手で取ろうとしてもガッチリ食いこんでいて、とても無
理。そこで、、この石を割って取り出そう・・・という訳。
対象の機関車は静態保存ですから、この石があった所で特に
問題はないのですが「元・検査長」の血が騒ぐらしく、放っておく
事が出来ないからと、この後１０分くらい、額に汗をびっしょりと
かきながら格闘しておりました。

格闘の結果、見事に石が取れました、パチパチパチ・・・
こういう所が「こだわり」なんですよネ、お疲れ様でした。

②9600形　59647号機

番外編



作業内容(対象) 活動の様子（写真） コメントなど

車体ももちろんですが、窓ガラスもキレイに拭いておかないと。

2006年に全般修復を行い、その後は毎月欠かさず保守作業を
続けてきました。それでもやはり、あちらこちらに傷みが出てき
ます。
これは、スクレッパーを使い、塗装が浮き上がった所を剥がして
いる所。
こういう場所は塗装の下に水分が入って腐食しており、放って
おけば腐食が進行します。そこで、傷の小さいうちに処置を施し
ていきます。

剥がしっぱなしでは更に悪化してしまいますので、錆を落とした
あとをペンキでタッチアップしていきます。これで暫くの間、急激
に酷くなる事はないでしょう。

こちらも6日（木）の社会科見学の際「送迎バス」として使用、更
には10/6～7の2日間、九州鉄道記念館にて特別展示させて頂
く事になりましたので、特に念入りに磨いて頂きました（笑）
＿
※感田小学校の社会科見学は無事、終了致しました。
＿今回、はじめて生徒さん達の送迎にバスを使用しましたが、
＿感田小学校と汽車倶楽部の間を４往復、ピストン輸送状態で
＿頑張ってくれました。

③D51形　225号機

④いすゞキュービック　国鉄バス


